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Crystal structure of the C subunit of V-type ATPase from Thermus Thermophilus HB8 
高度好熱菌由来 V-type ATPase C サブユニットの結晶構造 
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V-type H+-ATPase（VoV1-ATPase)はATPase/ATP synthase superfamilyに分類され，化学浸透共役によ

って作られた膜間の電気化学的プロトン勾配のエネルギーを利用して，ATPを加水分解または合成する．

真核生物においては，lysosomes，endosomes，クラスリン被覆小胞などの細胞内器官や，形質膜に存在

する．原核生物においては，いくつかの古細菌，真正細菌の形質膜上に存在し，膜間プロトン勾配のエ

ネルギーを利用して，ATPを合成する．VoV1-ATPaseは，ミトコンドリア

や葉緑体内でATPを合成するF-type ATP synthase (FoF1-ATPases) と

同様に大きく分けてふたつの機能ドメインより構成されており，膜表在

性でATP合成/加水分解に関わるV1部分，膜内在性でH+ pumpとして

働いているVo部分とに大別される．VoV1-ATPase，FoF1-ATPasesともに

ATP合成/加水分解に際し類似の回転機構を持つと考えられている． 

高度好熱菌Thermus thermophilus HB8 由来VoV1-ATPaseは，A，B，

D，F，C，E，G，I，Lの 9 つのサブフニットより構成され，各々，64，54，25，12，36，21，13，72，8 kDaであ

る．V1部分は 4 つのサブユニットからなり，A3B3D1F1複合体を形成し，FoF1-ATPasesのβサブユニットに相

当するAサブユニットが触媒機能の中心を担っている．Vo部分はC，E，G，I，Lサブユニットからなり，Lサ

ブユニットはふたつの膜貫通ヘリックスをもち，リング構造を形成している．CサブユニットはLサブユニット

に強固に結合しており，膜のcytoplasm側に存在してVoV1-ATPaseの中心にあるシャフト構造の一部を形

成しているものと考えられている．このCサブユニットに相当する部分は，FoF1-ATPasesには存在しない． 

我々は高度好熱菌由来VoV1-ATPase CサブユニットのX線結晶構造解析を 1.85 Å分解能で行った[1]．

回折データの収集はSPring-8 BL45XU-PXにて行い，位相はSe-Met置換体を用いたMAD法により決定

した．Cサブユニットは長短 2 種類のヘリックスのみからなる円錐状の構造をとっており，基本的に同じトポ

ロジーをもつ 3 つのドメインより形成されていた．Cサブユニットの構造上の特徴，および分子表面の電荷

分布は，VoV1-ATPase内でCサブユ

ニットの占める位置と機能を示唆す

るものであった． 
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